
● 区別性（植物新品種保護法18条） 

■ 出願書を提出時、一般人に知られている他品種と明らかに区別されるべきである。 

■ 知られた品種：外国で出願された場合も適用  

▼ 流通している品種、保護品種、品種リストに登載された品種 

▼ 共同部令が定める種子産業に関連ある協会に登録された品種 

● 均一性（植物新品種保護法19条） 

■ 繁殖方法上、予想できる変異を考慮した状態で、関連特性が十分均一でなければならな

い。 

■ 関連特性：区別性、均一性および安定性の検定に利用された全ての特性を含め、当該品種の

特性技術に含めた特性 

■ 判断方法  

▼ 栄養繁殖および自花受粉品種：異型株（off-type）の数 

▼ 他花受粉品種：対照品種と比較して判断 

● 安定性（植物新品種保護法20条） 

■ 反復繁殖後（繁殖周期考慮）関連特性が変わらないこと 

■ 必須的（essential）な特性が安定的であること. 

■ 判断方法：提出された標本が年次間で均一に表れると可能 

（１代雑種品種の場合、両親および１代雑種品種自体を追加して均一性と安定性検定） 

 

④ 植物新品種保護審判制度 

● 植物新品種保護審判制度 

■ 品種保護権の発生および消滅に関する紛争を解決するための行政審判 

■ 品種保護審判は、専門的な知識と経験が必要なので、農林畜産食品部所属の品種保護審

判委員会で実施 

■ 種子産業法施行規則の別紙第32号書式 

 

 

 

 

 

 

 

  

品種保護審判委員会 特許法院 大法院
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■ 拒絶査定の結果に対して不服の場合の審判（法第93条） 

▼ 拒絶決定に対する審判 

▼ 補正却下に対する審判 

■ 品種保護決定に対して無効を主張する場合の審判（法第94条） 

▼ 品種保護要件のうち無権利者に対して品種保護された場合 

▼ 条約に違反した場合 

▼ 品種保護権を享有することができない者になるか、その品種保護が条約に違反した場

合 

 

⑤ UPOV（国際植物新品種保護同盟） 

● UPOVとは? 

■ 植物新品種保護制度の運営のため国家間協力機構として法規および制度などに対する事

項を管掌 

■  UPOV（英語）『International Union for the Protection of New Varieties of 

Plants』 

■ UPOV（フランス語）『Union Internationale Pour la Protection des Obtentions 

Végétales』 

● UPOV設立目的 

新しく育成された植物品種を各国が共通の基本原則により保護し、優秀な品種の開発、

流通を促進することで種子産業の発展に寄与  

● UPOV主要任務 

■ 事務総長はWIPO（World Intellectual Property Organization : 世界知的財産権機構）

事務総長が兼任 

■ UPOVの基本的活動 : 会員国政府間の協力増進、植物新品種保護法を導入しようとする

国家等を支援、品種要件の審査基準の確立で会員国の品種審査支援 

● UPOV本部：スイス（ジュネーヴ） 

● UPOV沿革 

■ 1961年：植物の新品種保護に関する国際条約の採択 

■ 1968年：植物の新品種保護に関する国際連盟（UPOV）の発足 

■ 1972年：分担金の負担区分の改定、1977年発効 

■ 1978年：連盟加入を容易にするための条約内容の改定（1981年発効） 

■ 1991年：育成者の権利強化、保護対象作物の拡大など（1998年発効） 
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● UPOV組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● UPOV加入国現況 

地域別 国家名 

ヨーロッパ（37） 

オーストリア、ベルギー、ブルガリア、チェコ、デンマーク、フィンランド、 

フランス、ドイツ、ハンガリー、アイルランド、イタリア、オランダ、ノルウェー、ポーラ

ンド、ロシア、スロバキア、スペイン、スウェーデン、スイス、イギリス、ウクライナ、モ

ルドバ、ポルトガル、スロベニア、エストニア、ルーマニア、クロアチア、ラトビア、ベラ

ルーシ、リトアニア、CPVO（EU品種保護事務局）、アルバニア、アイスランド、トルコ、セ

ルビア、マケドニア、モンテネグロ 

北アメリカ（8） 
カナダ、アメリカ、メキシコ、パナマ、ニカラグア、ドミニカ共和国、コスタリカ、トリニ

ダード・トバゴ 

南アメリカ（9） 
アルゼンチン、チリ、コロンビア、エクアドル、パラグアイ、ウルグアイ、ボリビア、ブラ

ジル、ペルー 

大洋州（2） オーストラリア、ニュージーランド 

アジア（12） 
日本、中国、イスラエル、韓国（2002.1.7, 50番目加入国）、シンガポール、ヨルダン、ベ

トナム、オマーン、クロアチア、キルギスタン、ウズベキスタン、アゼルバイジャン 

アフリカ（6） 
南アフリカ共和国、ケニア、チュニジア、モロッコ、アフリカ知的財産権機構（OAPI, 

African Intellectual Property Organization）、タンザニア 

計 74カ国 
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⑥ 品種保護出願処理手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 主要民願書の具備書類 

主要民願書 添付書類 

品種保護出願書 

（施行規則別紙第19号書式） 

① 品種保護出願書副本１部 

   - 品種保護育成過程 

   - 品種保護特性説明 

   - 品種保護特性記述書 

   - 品種保護特性表 

② 出願品種の写真および種子試料 

③ 品種保護出願手数料納付証明書１部 

④ 優先権主張手数料納付証明書１部 

 （優先権を主張する場合に限る） 

⑤ 権利に関する持分を証明する書類１部 

 （持分が約定されている場合に限る） 

⑥ 代理権を証明する書類１部（代理人の場合） 

品種生産、輸入販売申告 

（施行規則別紙第61号書式） 

① 申告品種の写真または申告品種の写真が掲載されたカタログおよび種子試料 

② 代理権を証明する書類１部（代理人の場合） 

③ 種子業登録証写本１部 

品種保護要件を具備していない場合

品種保護権存続期間：20年(果樹、林木は25年)

品種保護対象与不および手順的要件適合有無検討
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主要民願書 添付書類 

種子管理士登録申請書 

（施行規則別紙第52号の２書式） 

① 資格証写本１部 

② 種子業務（または類似業務）経歴証明書１部 

③ 写真（申請前６ヶ月以内撮影した半名刺判）２枚 

品種保護権、専用実施権 

通常実施権、質権移転登録申請書 

（登録規則別紙第８号書式） 

① 登録原因証明書類（譲渡証、戸籍謄本、除籍謄本、法人登記簿謄、抄本）

② 登録の原因における第３者の許可、認可、同意、承諾が必要な場合、その

証明書類 

③ 外国人の場合、国籍証明書（外国法人の場合には法人であることを証明す

る書類） 

④ 代理人の場合、その代理権を証明する書類  

専用実施権設定登録申請書 

（登録規則別紙第10号書式） 

① 登録原因証明書類（例 : 専用実施権設定契約書） 

② 登録原因が第３者の許可、認可、同意、承諾が必要な場合その証明書類 

③ 外国人の場合、国籍証明書（外国法人の場合には、法人であることを証明

する書類） 

④ 代理人の場合、その代理権を証明する書類  

通常実施権設定登録申請書 

（登録規則別紙第11号書式） 

① 登録原因証明書類（例:許諾書） 

② 登録原因が第３者の許可、認可、同意、承諾が必要な場合、その証明書類

③ 外国人の場合、国籍証明書（外国法人の場合には法人であることを証明す

る書類） 

④ 代理人の場合、その代理権を証明する書類 

 

⑧ 民願処理期間および手数料 

● 主要民願処理期間および手数料 

民願事務名 処理期間 手数料（ウォン） 

品種生産ㆍ輸入販売申告 ７日 30,000ウォン 

種子輸出ㆍ輸入申告 ２日 なし 

種子管理士登録申請 ３日 なし 

品種保護権移転登録申請 ２日 53,000ウォン（相続14,000ウォン）

専用ㆍ通常実施権移転登録申請  ２日 33,000ウォン（相続11,000ウォン）

専用実施権ㆍ設定登録申請 ２日 72,000ウォン 

通常実施権ㆍ設定登録申請 ２日 43,000ウォン 

質権設定登録または処分の制限登録申請  ２日 70,000ウォン 

品種保護権ㆍその他品種保護に関する権利変更ㆍ抹消登録申請 ２日 3,500ウォン 

種保護管理人選任ㆍ変更登録申請  ２日 5,500ウォン 

仮登録申請  ２日 10,000ウォン 

信託登録申請またはその変更登録ㆍ抹消登録ㆍ回復登録申請 ２日 15,000ウォン 

品種保護権ㆍ実施権または質権の変更ㆍ抹消ㆍ回復登録申請 ７日 3,500ウォン 
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● 出願申請ㆍ申告および審査手数料 

区分 手数料名 手数料 

品種保護出願 

出願 ３万８千ウォン 

書類審査 ５万ウォン 

栽培審査 栽培試験ごとに品種当たり 50 万ウォン 

出願公告 品種当たり３万８千ウォン 

国家品種リスト登載申請 

申請 ３万８千ウォン 

書類審査 ５万ウォン 

栽培審査 
（1）出願と申請を同時に行う場合：品種当たり年間 10 万ウォン 

（2）（1）以外の場合：品種当たり年間 50 万ウォン 

● 品種保護料 

品種保護権登録日からの経過年数 品種保護料 

第１年から第５年まで 年間３万ウォン 

第６年から第 10 年まで 年間７万５千ウォン 

第 11 年から第 15 年まで 年間 22 万５千ウォン 

第 16 年から第 20 年まで 年間 50 万ウォン 

第 21 年から第 25 年まで 年間１百万ウォン 
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⑨ 栽培試験手順 

● 栽培試験手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

標準種子の確立

14



● 栽培試験処分手順 
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⑩ 植物別特性検定要領 

 

● 植物別特性検定要領 

■ 特性調査要領の意義 

特性調査要領とは、種子産業法施行規則第35条第２項の規定による出願品種の栽培におけ

る区別性、均一性および安定性を確認するための特性別調査基準および方法をいう 

■ 特性調査要領の内容 

▼ 基本事項 

・調査要領の目的および対象範囲 

・種子の提出量および回数 

・特性検定方法（栽培作期、場所、試験条件など） 

・特性別調査基準および方法  

・品種特性表 

・品種特性記述書で書かれていること 

■ 質的・量的形質 

▼ 質的形質：遺伝的な形質発現の表現形態を構成することにおける調査者任意の判断が

許容されない不連続的な発現状態を表す特性（例：色、模様など） 

▼ 量的形質：一つの実測単位として実測が可能な特性であり、その実測値が一方の数値

から連続的な変異を表す特性（例：長さ、重さなど） 

 

⑪ 標準品種および対照品種 

● 標準品種および対照品種 

■ 標準品種 

一般的な自然環境の下で、作物の特性発現における基準となる表現形態を表す品種として

出願品種の表現形態を判断することができる基準となる品種 

■ 対照品種 

出願品種と最も類似した品種で、出願品種の特性と比較して区別性の判断資料として活用 
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⑫ 特殊検定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 種子産業法 

● 種子産業法 

種子産業法は、植物の新品種に対する育成者の権利保護、主要作物の品種性能の管理、種子の生産

保証および流通などに関する事項を含めている。 

■ 植物新品種育成者の権利保護制度を導入し優秀品種開発促進 

- 品種保護権の侵害時、５年以下の懲役または 3,000 万ウォン以下の罰金など厳しい罰則

条項  

■ 農民の自家採種を許容することで、植物新品種育成者の権利保護制度の導入による農民

の経済的負担の軽減 

■ 品種保護関連の紛争発生時、農林部品種保護審判委員会で１次処理することにして迅速

公正な審判で、国民の権利保護 

■ 種子産業法 

  

①　品種保護対象作物のうち必要な作物

GMO種子の混入と流通が懸念される場合

１．品種保護対象作物のうち必要な作物

．
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⑭ 特性調査要領（TG）リスト 

 

特性調査要領とは？ 

特性調査要領とは、種子産業法施行規則第 35 条第 2 項の規定により、出願品種の栽培におけ

る区別性、均一性および安定性を確認するための特性別調査基準および方法である。特性調

査要領には調査の目的および対象範囲、種子の提出量および回数、特性検定方法（栽培作

期、場所、試験条件など）、特性別調査基準および方法、品種特性表、品種特性記述書とな

っている。 

特性調査要領は、UPOV 基準、この制度を施行している国家等の基準と国内で作成した基準を

作物別専門家協議会の協議を経て確定する。 

 

番号 添付 題目 担当部署 作成日 照会 

246  ツガ（栂）特性調査要領 品種審査課 2017-07-03 1125 

245  山アジサイ 特性調査要領  品種審査課 2017-07-03 1081 

244  ヒトツバハギ特性調査要領  品種審査課 2017-07-03 1042 

243  クロミノウグイスカグラ特性調査要領   品種審査課 2017-07-03 1030 

242  カヤ特性調査要領   品種審査課 2017-07-03 1020 

241  シラキ特性調査要領  品種審査課 2017-07-03 1013 

240  イヌゴマ特性調査要領   品種審査課 2017-07-03 1000 

239  Korea Dystaenia特性調査要領   品種審査課 2017-07-03 992 

238  カワラケツメイ特性調査要領   品種審査課 2017-07-03 994 

237  ヨウシュヤマゴボウ特性調査要領  品種審査課 2017-07-03 991 

 

  

18


